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〈彙
報
〉
　
　
　
　
　
ガ
館
前
で
「
飛
鳥
」
の
概
要
を
話
し
た
後
入
館
し
て
飛
鳥
学

平
成
五
年
度
国
文
学
科
活
動
報
告
　
　
踏
噺
詳
灘
計
繁
竃
瀬
霞
籍
竃
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
天
皇
の
御
代
の
大
化
の
改
新
に
つ
い
て
解
説
し
つ
つ
、
「
今
、
皆
さ
ん
の

文学
遺
蹟
め
ぐ
り
1
飛
鳥
方
面
－
　
　
　
　
　
　
立
っ
て
い
る
あ
た
り
に
蘇
我
入
鹿
の
首
が
こ
ろ
が
っ
て
い
た
か
も
知
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ま
せ
ん
。
」
と
話
す
あ
た
り
で
、
い
っ
と
き
学
生
た
ち
の
ざ
わ
め
き
が
起

日
　
時
　
平
成
五
年
五
月
二
十
七
日
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
る
。
田
中
の
道
を
北
に
た
ど
れ
ば
、
入
鹿
の
首
塚
、
そ
し
て
飛
鳥
寺
。

行

程
長
堀
駐
車
場
（
集
合
）
1
飛
鳥
資
料
館
見
学
ー
石
舞
台
見
学
　

「
世
の中
は
何
か
常
な
る
飛
鳥
川
」
（
『
古
今
和
歌
集
』
）
と
も
詠
ま
れ
て

　
　
　
　

（昼食
）
ー
伝
承
板
蓋
宮
跡
ー
飛
鳥
寺
－
甘
橿
丘
ー
難
波
（
解
　
　
　
い
る
飛
鳥
川
を
渡
っ
て
、
最
後
の
目
的
地
「
甘
橿
丘
」
へ
。

　
　
　
　散
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丘
に
登
る
途
中
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対　
象
　
国
文
学
科
一
、
二
年
生
全
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
采
女
の
袖
吹
き
返
す
明
日
香
風
都
を
遠
み
い
た
づ
ら
に
吹
く
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
志
貴
皇
子
ー
（
一
ー
五
こ

　今
年
度
の
文
学
遺
蹟
め
ぐ
り
は
、
隔
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
萬
葉
　
　
　
の
萬
葉
歌
碑
が
あ
り
、
志
貴
皇
子
の
人
と
作
品
に
つ
い
て
解
説
を
す
る
。

の

ふる
さ
と
ー
飛
鳥
ー
見
学
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
引
率
・
解
説
　
　
　
さ
ら
に
頂
上
展
望
台
で
、
飛
鳥
学
習
の
復
習
・
ま
と
め
を
し
て
予
定
の

を
す
る
我
々
教
員
は
、
こ
う
し
た
行
事
の
繰
り
返
し
の
中
で
年
齢
を
重
　
　
　
行
程
を
終
え
る
。

ね
て

行く
け
れ
ど
も
、
対
象
と
す
る
学
生
た
ち
は
毎
回
若
々
し
く
、
「
歳
　
　
　
　
「
現
地
で
文
学
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、
「
今
度

歳
年
年
人同
じ
か
ら
ず
」
の
感
を
あ
ら
た
に
す
る
。
飛
鳥
を
訪
れ
る
の
　
　
　
は
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
の
学
生
か
ら
の
感

は
初
め
て
だ
と
言
う
学
生
も
い
て
、
後
日
提
出
さ
せ
た
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
　
　
　
想
を
聞
い
て
、
今
回
の
遺
蹟
め
ぐ
り
が
、
殊
に
国
文
学
科
に
学
ぶ
学
生

新鮮
な
印
象
が
記
さ
れ
て
い
た
。
見
学
箇
所
は
、
国
立
飛
鳥
資
料
館
ー
　
　
　
た
ち
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
　
（
K
）

石舞
ム
〒
－
板
蓋
宮
伝
承
地
－
甘
橿
丘
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
板
蓋
宮
伝
承
地

か
ら
の
後
半
部
は
、
明
日
香
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
飛
鳥
路
散
策
と
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
れ
た
。
そ
し
て
三
円
の
手
前
、
青
年
は
、
義
務
的
に
『
若
い
人
』
を
読

国
文
学
科
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ
と
に
な
る
。
『
若
い
人
』
は
、
中
野
青
年
に
お
い
て
、
近
代
文
学
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
い
う
も
の
に
接
し
た
始
め
て
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

日
時
平
成
五
年
六
月
二
十
四
日
（
水
）
第
五
・
六
時
限
　
　
　
　
し
か
し
、
青
年
は
、
や
が
て
『
若
い
人
』
に
耽
溺
し
だ
す
。
「
『
若
い

対

象
国
文
学
科
一
、
二
年
生
全
員
　
　
　
　
　
　
　
人
』
そ
の
も
の
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
む
し
ょ
う
に
楽
し
か

会

　
場

　
南
港
学
舎
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
っ
た
」
、
「
と
に
か
く
自
分
に
は
『
若
い
人
』
が
あ
る
」
、
「
『
若
い
人
』
な

講　
師
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
自
分
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
と
、
そ
ん
な
思
い
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　中
野
　
恵
海
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
先
生
み
ず
か
ら
述
懐
さ
れ
た
表
現
は
、
こ
と
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

演　
題
　
　
「
近
代
文
学
の
鑑
賞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
青
年
は
誰
で
も
、
そ
の
青
春
と
分
か
ち
難
い
作
品
を
持
っ
て
い
よ

　平
成
五
年
度
・
国
文
学
科
講
演
会
（
国
文
学
科
主
催
）
は
、
本
学
、
　
　
　
う
。
石
坂
洋
次
郎
の
『
若
い
人
』
は
、
中
野
青
年
の
、
文
学
に
お
け
る

本
学
科
で
長
年
に
わ
た
り
、
日
本
の
近
・
現
代
文
学
の
講
座
を
担
当
さ
　
　
　
ま
さ
に
初
恋
の
人
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
中
野
恵
海
先
生
に
、
あ
え
て
お
願
い
し
た
。
か
つ
て
の
職
場
で
も
　
　
　
　
ひ
と
た
び
、
文
学
と
い
う
恋
に
目
覚
め
た
青
年
は
、
爾
来
、
室
生
犀
　
　
　
ゴ

あ
り
、
他
の
場
所
で
の
講
演
と
は
違
っ
て
、
「
少
し
心
が
重
く
も
あ
る
」
　
　
　
星
、
谷
崎
潤
一
郎
、
泉
鏡
花
…
…
と
、
日
本
の
近
代
文
学
を
熱
愛
し
て

と
漏
ら
さ
れ
た
先
生
に
、
し
か
し
、
気
安
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
こ
　
　
　
い
く
。
そ
れ
は
、
心
身
と
も
に
、
何
物
か
に
か
ぶ
れ
、
毒
さ
れ
、
病
気

と
に
、
ま
ず
深
甚
な
る
謝
意
の
念
を
表
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
か
か
る
様
に
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
生
の
熱
心
が
最
も
高
潮
に
達
す

　
人は
誰
で
も
青
春
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
　
　
　
る
の
は
、
泉
鏡
花
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
世
に
、
「
鏡
花
宗
」
と
い
う
宗

こ
と
多
感
な
文
学
青
年
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
大
で
　
　
　
教
が
あ
る
と
い
う
。
如
何
な
る
宗
派
か
と
い
え
ば
、
「
鏡
花
以
外
の
作
家

あ
ろ
う
。
否
、
「
始
め
に
文
学
青
年
あ
り
き
」
で
は
な
く
て
、
青
春
の
時
、
　
　
　
の
文
章
は
、
お
も
し
ろ
く
な
く
な
る
」
と
い
う
宗
派
、
煙
草
の
禁
断
症

青
年
は
い
か
に
し
て
文
学
青
年
に
変
身
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
「
私
と
　
　
　
状
に
も
に
て
、
「
一
日
一
回
は
、
必
ず
鏡
花
の
文
章
を
読
ま
な
け
れ
ば
気

文
学
と
の
出
合
い
」
か
ら
、
先
生
の
お
話
し
は
、
ま
ず
始
ま
っ
た
。
　
　
　
　
が
済
ま
な
い
」
と
い
う
宗
派
で
あ
る
。

　
一
七
・
八
歳
の
中
野
青
年
は
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
、
そ
れ
も
無
理
矢
　
　
　
　
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
中
野
青
年
は
、
大
学
は
国
文
学
科
を
選
び
文

理
に友
達
か
ら
、
石
坂
洋
次
郎
の
『
若
い
人
』
を
、
三
円
で
買
わ
せ
ら
　
　
　
学
に
直
進
し
続
け
る
。
や
が
て
卒
業
論
文
に
、
「
日
本
自
然
主
義
文
学
」

彙
　
報



彙　
報

と
い
う
、
途
方
も
な
い
大
テ
ー
マ
を
た
て
る
が
、
こ
の
テ
ー
マ
の
実
際

上
不
可
能
な
こ
と
と
、
卒
論
指
導
教
授
の
『
源
氏
物
語
」
の
専
1
5
と
い
　
　
国
文
学
科
芸
能
鑑
賞
（
文
楽
）

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』
を
卒
論
に
決
め
る
。
吉
沢
義
則
著
『
対

校　
源
氏
物
語
新
釈
」
を
頼
り
に
、
二
ヶ
月
で
『
源
氏
物
語
』
を
読
破
、
　
　
　
日
　
時
　
平
成
五
年
十
一
月
十
一
日
（
木
）

百
枚
の

原稿
用
紙
を
、
卒
論
と
し
て
う
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
三
〇
分
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分

　大
学
卒
業
後
も
、
先
生
の
文
学
に
勤
し
ま
れ
た
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
　
　
　
場
　
所
　
国
立
文
楽
劇
場
（
大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
一
ー
一
ニ
ー
一
〇
）

日
本
文
学
の
み
な
ら
ず
、
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
全
集
』
も
読
み
始
め
ら
　
　
　
参
加
者
　
短
期
大
学
国
文
学
科
一
、
二
年
生
全
員

れた
。
図
書
館
に
入
る
時
と
、
文
学
作
品
を
読
み
終
え
て
図
書
館
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
専
任
教
員
・
助
手

出
て
来
た
時
と
の
、
な
ん
と
私
（
先
生
）
の
心
の
違
っ
て
い
る
こ
と
か
。

文
学
と
い
う
大
き
な
シ
ン
ポ
ニ
ー
が
、
私
（
先
生
）
の
心
の
中
で
共
鳴
　
　
平
成
五
年
度
の
芸
能
鑑
賞
は
文
楽
十
一
月
公
演
の
う
ち
、
「
菅
原
伝
授

し
続
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
習
鑑
（
寺
子
屋
）
」
「
桜
鍔
恨
鮫
鞘
」
「
景
事
釣
女
」
を
観
る
こ
と
と
な
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
死
の
家
の
記
録
』
は
、
兵
隊
に
行
か
れ
る
　
　
　
っ
た
。
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
は
、
浄
瑠
璃
の
三
大
名
作
の
ひ
と
つ
と
し
　
　
　
ゴ

時も
、
先
生
は
持
っ
て
行
か
れ
、
戦
地
で
も
読
ま
れ
た
と
い
う
。
文
学
　
　
　
て
夙
に
有
名
な
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
と
学
生
達
の
親
し
み
や
す

は
、
先
生
の
心
の
支
え
で
あ
り
続
け
た
。
以
後
、
先
生
は
国
語
教
師
と
　
　
　
さ
と
は
別
問
題
で
あ
ろ
う
。
鑑
賞
に
あ
た
り
、
事
前
に
プ
リ
ン
ト
等
を

な
ら
れ
、
現
在
に
至
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
付
し
、
理
解
に
務
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

『若
い
人
』
と
の
避
遁
は
、
先
生
の
心
の
裡
で
い
つ
ま
で
も
日
射
を
　
　
　
　
初
め
て
国
立
文
楽
劇
場
に
足
を
運
ん
だ
人
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
文

浴
び
て

い
た
。
文
学
は
死
な
な
い
。
死
ぬ
こ
と
を
拒
否
す
る
の
み
な
ら
　
　
　
楽
ま
わ
し
に
よ
っ
て
、
太
夫
と
三
味
線
の
交
替
が
な
さ
れ
た
時
に
歓
喜

ず
、
古
い
こ
と
で
も
現
在
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
文
学
が
酔
わ
せ
な
が
　
　
　
す
る
な
ど
、
そ
の
素
直
な
反
応
ぶ
り
に
、
新
鮮
な
驚
き
す
ら
感
じ
さ
せ

ら
醒
め
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
国
文
学
科
の
特
権
の
よ
う
な
　
　
　
て
く
れ
た
。
実
に
ス
ト
レ
ー
ト
な
反
応
1
そ
の
こ
と
が
い
く
つ
か
の

ご
講
演
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
）
　
　
　
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
た
と
え
ば
「
寺
子
屋
」
。
わ
が
子
を
身
代
わ
り
に
立
て
た
松
王
の
述
懐
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
代
の悲
痛
な
ク
ド
キ
が
見
所
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な



い
。
学
生
達
も
独
特
の
緊
迫
感
を
感
じ
取
っ
て
の
こ
と
か
、
熱
心
に
観
　
　
　
　
以
上
の
他
に
、
国
文
学
科
研
究
室
の
関
係
す
る
行
事
と
し
て
、
相
愛

入
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
果
た
し
て
何
人
　
　
　
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座
が
あ
っ
た
。
「
人
間
教
養
講
座
」
と
い
う
テ
ー

の

学
生
がそ
の
内
容
を
十
分
理
解
で
き
た
の
か
と
い
う
と
、
甚
だ
疑
問
　
　
　
マ
で
、
全
八
回
行
な
わ
れ
、
盛
況
を
博
し
た
。

に

思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
負
そ
の
文
体
に
学
生
　
　
　
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
土
曜
公
開
講
座

が
つ

い
て

いけ
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
人
形
の
動
き
の

少
な

い
・
登
場
人
物
の
コ
ト
バ
で
展
開
す
る
舞
台
に
あ
っ
て
・
人
物
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
人
間
教
養
講
座
－

語り
分
け
、
内
容
の
正
確
な
伝
達
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
学
生
達
は

如実
な
反
応
を
み
せ
て
し
ま
う
。
売
店
で
売
ら
れ
る
床
本
集
な
し
に
は
　
　
　
1

内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
、
誰
の
言
葉
な
の
か
わ
か
ら
な
い
で
は
、
一
時

間
三
〇
分
近
く
も
座
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
な
ど
、
現
代
の
若
者
に
は
　
　
　
2

酷な
話
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　捉
わ
れ
な
い
素
直
な
反
応
は
ま
た
、
時
と
し
て
新
鮮
な
視
点
も
提
示

し
て
く
れ
る
。
た
と
え
ば
「
桜
鍔
恨
鮫
鞘
」
。
口
う
つ
し
で
遺
言
を
覚
え

込ま
せ
る
点
が
異
色
で
あ
る
こ
と
や
、
夫
や
子
を
思
う
お
妻
の
愛
情
の

深
さ
な
ど
が
、
鑑
賞
ガ
イ
ド
の
類
で
見
所
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
先

入観
の
な
い
学
生
達
が
、
む
し
ろ
、
娘
お
半
の
身
の
哀
れ
さ
に
よ
り
関

心を
示
し
て
い
た
点
は
、
非
常
に
興
味
深
く
思
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　総
じ
て
、
学
生
達
に
と
っ
て
「
釣
女
」
が
む
や
み
に
し
ゃ
ち
ほ
こ
ば

る
こ
と
も
な
く
、
気
軽
に
笑
え
、
人
形
・
太
夫
・
三
味
線
、
そ
の
一
体
　
　
　
　
7

感
を
堪
能
で
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
「
寺
子
屋
」
を
重
要
視
し
、

プ
リ
ン
ト
作
成
し
た
者
に
と
っ
て
、
身
を
乗
り
出
し
て
「
釣
女
」
を
観
　
　
　
　
8

て

い
た
学
生
達
の
姿
が
妙
に
印
象
に
残
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
Y
）

1

9
／
4

二十
一
世
紀
と
人
間

本　
学
　
学
　
長
中
西
智
海

2

9
／
1
8
ジ
ャ
イ
ナ
経
説
教
文
学
の
世
界

本
　
　
学
　
　
教
　
　
授
新
井
　
俊
一

3

1
0
／
2

萬
葉
人
と
佛
教

本　
学
　
教
　
授
北
谷
　
幸
冊

4

1
0／
1
6

色
と
人
間

本
学
助
教
授
宮
原
　
清
水

5

1
1／
6

子ど
も
に
人
間
の
輝
き
を

本
　
　
学
　
　
教
　
　
授
斎
藤
　
浩
志

6

H／
2
0

カ
ザ
ル
ス
の
人
間
性
と
芸
術

本
学
助
教
授
依
藤
　
里
子

7

1
2／
4

人と
き
の
こ
1
食
用
・
薬
用
・
毒
き
の
こ
ー

本
　
学
　
教
　
授
田
中
　
昭
子

8

1
2／
1
8

健康
と
ス
ポ
ー
ツ

本

学非
常
勤
講
師
吉
武
勝
之

一
2

一
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（
巻
七
・
一
〇
九
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
ひ
き
の
山
川
の
瀬
の
鳴
る
な
へ
に
弓
月
が
岳
に
雲
立
ち
渡
る

　
　
　
　－
山
の
辺
の
道
を
巻
向
か
ら
石
上
布
留
の
社
へ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
・
一
〇
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
三
輪
山
を
然
も
隠
す
か
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
も
か
く
さ
ふ
べ
し
や

　第
三
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
を
、
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
一
・
一
八
）

日
　
時
　
平
成
五
年
十
月
十
一
日
（
月
）
振
替
休
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
歌
に
出
て
く
る
大
和
の
山
々
を
確
認
し
、
歌
に
こ
め
ら
れ
た
作
者
の

行　
程
　
J
R
巻
向
駅
ー
景
行
天
皇
陵
ー
崇
神
天
皇
陵
ー
長
岳
寺
ー
柿
　
　
　
気
持
ち
を
味
わ
い
な
が
ら
、
山
の
中
へ
と
歩
い
て
い
く
と
、
し
だ
い
に

　
　
　
　本
人
麻
呂
歌
碑
ー
環
濠
集
落
ー
内
山
永
久
寺
跡
ー
石
上
神
宮
　
　
　
山
の
辺
の
道
ら
し
い
風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。

講
　師
　
北
谷
　
幸
冊
（
本
学
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
王
山
な
ど
の
雄
大
な
山
を
背
景
に
し
て
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が

対　
象
　
国
文
学
科
学
生
有
志
・
卒
業
生
・
同
窓
会
会
員
・
一
般
　
　
　
　
　
広
が
り
、
柿
畑
や
み
か
ん
畑
、
野
道
に
は
栗
や
秋
の
草
花
が
、
私
た
ち

　
※
第
四
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
は
、
平
成
六
年
十
月
九
日
（
日
）
、
J
　
　
　
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
景
行
天
皇
陵
を
は
じ
め
と
す
る
古
墳
群
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　R
及
び
近
鉄
天
理
駅
前
集
合
（
十
時
）
、
石
上
神
宮
か
ら
和
爾
の
里
（
榛
　
　
　
を
目
前
に
し
て
、
驚
嘆
し
て
い
る
う
ち
に
、
し
だ
い
に
古
（
い
に
し
え
）
　
　
ゴ

　本
）
ま
で
歩
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
昼
食
予
定
の
長
岳
寺
に
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
。
山
門
入
口
に
あ
る
〈
根
上
が
り
の
松
〉
の
根
の
強
さ
と
生
命
力
の

相
愛
藁
ウ
f
ク
山
の
辺
の
道
三
丁
に
参
加
し
て
ぽ
韓
㌶
雛
詩
聾
霞
眺
鷲
騨
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中

田
祥
子
　
し
ん
で
い
る
〉
で
し
㌃
時
択
境
内
鍾
の
音
が
鳴
り
響
く
と
・

　第
三
回
相
愛
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
は
、
山
の
辺
の
道
を
巻
向
か
ら
石
上
布
　
　
　
秋
の
情
緒
を
満
喫
し
た
気
分
に
な
っ
て
、
お
弁
当
の
味
も
格
別
な
も
の

留
の
社
（
石
上
神
宮
）
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
　
　
　
と
な
り
ま
し
た
。
長
岳
寺
（
釜
の
口
大
師
）
は
、
天
長
元
年
（
八
二
四
）

て
、
昨
年
よ
り
も
多
い
百
二
十
余
名
の
方
々
が
集
ま
り
、
北
谷
先
生
の
　
　
　
淳
和
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
弘
法
大
師
が
大
和
神
社
の
神
宮
寺
と
し
て
創

ご
挨
拶
の
後
、
爽
や
か
な
気
分
で
出
発
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
さ
れ
た
由
緒
あ
る
寺
で
あ
り
、
日
本
最
古
の
鐘
楼
門
や
玉
眼
の
仏
像

　
三諸
の
そ
の
山
並
に
児
ら
が
手
を
巻
向
山
は
継
ぎ
の
宜
し
も
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）
が
有
名
だ
そ
う
で
す
。
由
緒
あ
る
雰
囲
気



の中
で
そ
う
め
ん
や
抹
茶
を
戴
く
こ
と
も
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
時
間
　
　
　
代
に
廃
寺
と
な
っ
た
永
久
寺
跡
を
通
り
過
ぎ
る
と
途
中
に
、
鏡
池
と
い

に限
り
も
あ
り
、
少
し
未
練
を
残
し
な
が
ら
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
う
池
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
池
に
は
〈
馬
魚
〉
と
い
わ
れ
る
馬
の
顔
を
し

　
一
面
に
広
が
る
田
ん
ぼ
の
畦
道
を
歩
い
て
い
く
と
、
私
が
も
っ
と
も
　
　
　
た
魚
が
住
ん
で
い
る
ら
し
い
と
い
う
先
生
の
お
話
に
一
同
か
ら
笑
い
が

気
に
入
っ
た
風
景
の
金
道
に
出
て
来
ま
す
。
こ
こ
に
柿
本
人
麻
呂
の
歌
　
　
　
起
こ
り
ま
し
た
。
何
年
か
前
に
人
気
者
と
な
り
話
題
に
な
っ
た
人
面
魚

碑
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
馬
魚
っ
て
ど
ん
な
魚
な
の
か
な

　金
道
を
引
手
の
山
に
妹
を
置
き
て
山
路
を
行
け
ば
生
け
り
と
も
な
し
　
　
　
あ
、
と
そ
の
魚
の
姿
を
想
像
し
て
み
る
と
、
ひ
と
り
で
に
笑
い
が
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
巻
二
・
二
一
二
）
　
　
　
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
か

つ
て

の金
道
は
、
私
の
感
じ
た
思
い
と
は
う
ら
は
ら
に
、
亡
く
な
　
　
　
　
境
内
に
た
く
さ
ん
い
た
鶏
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
今
回
の
最

っ
た
愛
す
る
妻
を
引
手
の
山
（
龍
王
山
）
に
葬
っ
て
こ
の
山
道
を
行
く
　
　
　
終
目
的
地
で
あ
る
石
上
神
宮
に
到
着
し
ま
し
た
。
神
気
漂
う
森
の
中
に

と
、
生
き
て
い
る
気
が
し
な
い
と
歌
っ
て
い
る
柿
本
人
麻
呂
の
悲
し
み
　
　
　
あ
る
石
上
神
宮
は
、
見
事
な
神
杉
に
よ
っ
て
、
よ
り
厳
粛
な
雰
囲
気
を

が
伝
わ
・
て
く
る
よ
う
な
道
だ
・
た
よ
う
で
す
・
・
の
釜
毒
に
は
　
醸
し
出
し
て
い
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
殿
塚古
墳
な
ど
の
古
墳
や
墓
地
が
多
く
存
在
し
、
古
代
豪
族
の
埋
葬
　
　
　
　
末
通
女
ら
が
袖
布
留
山
の
端
垣
の
久
し
き
時
ゆ
思
ひ
き
わ
れ
は
　
　
　
　
ゴ

地
であ
っ
た
そ
う
で
す
。
人
麻
呂
の
歌
の
よ
う
な
思
い
を
し
た
人
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
五
〇
一
）

が
、
通
っ
た
悲
し
い
道
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。
他
に
、

　そ
れ
か
ら
萱
生
・
竹
之
内
の
環
濠
集
落
を
通
っ
て
、
着
い
た
夜
都
岐
　
　
　
　
石
上
布
留
の
神
杉
神
さ
ぶ
る
恋
を
も
我
は
さ
ら
に
す
る
か
も

神
社
は
「
大
和
名
所
図
会
」
に
も
載
っ
て
い
る
古
社
で
、
今
は
ひ
っ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
＝
・
二
四
一
七
）

り
と
鄙
び
て
み
え
ま
す
が
、
離
れ
て
建
つ
二
つ
の
鳥
居
か
ら
想
像
し
て
　
　
　
　
石
上
布
留
の
山
な
る
杉
群
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
君
な
ら
な
く
に

み
て
も
、
立
派
な
神
社
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
・
四
二
二
）

　
こ
こ
か
ら
東
海
自
然
歩
道
を
、
今
回
の
最
終
目
的
地
で
あ
る
石
上
神
　
　
　
　
石
上
降
る
と
も
雨
に
さ
は
ら
め
や
妹
に
逢
は
む
と
言
ひ
て
し
も
の
を

宮
ま
で
歩
い
て
い
き
ま
す
。
途
中
、
峠
の
茶
屋
で
小
休
止
。
古
代
の
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
・
六
六
四
）

た
ち
も
、
同
じ
よ
う
に
こ
こ
で
一
服
し
て
い
た
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
　
　
　
と
い
う
よ
う
に
、
石
上
に
ま
つ
わ
る
歌
（
恋
愛
の
歌
が
多
い
）
が
萬
葉

ま
し
た
。
平
安
時
代
に
鳥
羽
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
、
明
治
時
　
　
　
集
に
多
く
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

彙
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　今
回
の
萬
葉
ウ
ォ
ー
ク
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
前
回
出
会
っ
た
方
や
、
新
し
く
参
加
さ
れ
た
方
と
も
、
ふ
れ
あ
う
　
　
　
平
成
五
年
度
　
国
文
学
科
講
義
題
目

こ
と
が
で
き
て
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
解
説
を

拝
聴し
な
が
ら
・
み
な
さ
ん
と
と
も
に
山
の
辺
の
道
を
歩
い
て
・
大
和
　
　
　
文
学
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
豊

の古
代
ロ
マ
ン
の
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
・
と
て
も
楽
し
い
一
日
を
　
　
　
国
文
学
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
谷
　
雄
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
井
　
正
晴

過
。
、
す
．
、
と
が
で
き
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
い
生
活
の
中
で
、
日
頃
忘
れ
　
国
文
学
史
－
　
　
　
　
　
　
　
土
井
題

かけ
て
い
た
心
の
ゆ
と
り
と
い
う
も
の
を
、
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
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